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論 文 内 容 の 要 旨

多種 多様な用途の食品香料 あるいは香粧品香料を開発す る上で、その調合 に用いる原料

には嗜好に合った天然感、強 さ、特徴 的な香気に加 えて耐熱性、耐光性や エンハンス効果

などの機能が強 く求め られ る。 このよ うな調合香料を開発す る上で、天然の植物 などの精

油に含まれる微量 の成分がか も しだす好ま しい香 りが香料素材 として重要 な特性 を持って

いる。このことか ら各種 さまざまな植 物か ら得 られ る天然精油は重要な素材 と して利用さ

れている。一方、匂 い物質 と化学構造 との関係については、香料化合物 の異 性体、同族体、

官能基の種類 と香気特性 との関係 につ いて古 くか ら研究が行なわれ ている。

香料 技術が最近飛 躍的な進歩 を遂 げている背景 には、分析技術、特に機器分析 の進歩が

あ り、加えて合成技術、抽出技術 の発達によ り調合技 術の向上へ とつなが っている。特徴

的な機能を有す る調 合香料 を調合す るために、天然精 油、果実や食品の香気成分 を解析、

調査 して香 りの成分組成を解析す ることは天然の特徴 を持 った香料開発上非常 に重要 であ

り、調 合技術に利用する ことが香料業界で一般に古 くか ら精力的に研究が行 なわれ ている。

本研究はこのよ うな観点 においてなされたものである。論文は,大 き く二 つの部分に分

けられる。第1部 は,ペ ルー における聖な る木 β〃r5θrθ8r御θoノθη5の精油中の香気成分 に

関する研究,第2部 は,各 種果実 中に含まれる揮発 性香気成分に関す る研究 とそれ らを元

に した合成香料に関す る研究 である。

β〃r5θ紹8r∂ γθ01θ刀5(Palosanto)精 油 中 の香 気 成 分 の 研究

第1部 に お い て湯 川 ら は、 各種 天 然精 油 の 中で β〃r5θr∂8r∂レθo!θη5(H.B.K.)Tr.etPl.

の 精 油 の 持 つ 特 徴 的 な 香 気 成 分 の 解 明 お よび 成 分 組 成 を分 析 調 査 した 。 本 植 物 は,メ キ シ

コか らペ ルー に か け て分 布 す る カ ン ラ ン科(β 〃r5θr∂0θ∂θ)β醐5θ紹 属 の 落 葉 樹 で あ る。 そ の

小枝 や 材 は 強 い芳 香 を持 ち 、 教会 で香 と して用 い られ 「パ ロ ・サ ン ト(Paiosanto、 聖 な る

木)」 と 呼 ばれ て い る。 ま た 、 そ の 樹 脂 は 鎮 痛 剤 と して も用 い られ 、 樹 皮 を煮 沸 した もの は

発汗 剤 と して 、 ア ル コー ル 浸 出 液 は リュー マチ に効 く とされ 民 間 薬 と して 用 い られ て い る。

ペル ー 産 の 香 木Palosantoか ら溶 媒 抽 出 法 、 連続 液 液 抽 出 法、 吸 着 樹 脂 に よ るヘ ッ ドス

ペー ス 香 気 の 抽 出 な ど の抽 出 方 法 を用 い て 精油 を抽 出 した。 また 、 産 地 で は 香 と して 利 用

され て い る こ とか ら加 熱 時 の 揮 発 成 分 を 採 取 して精 油 を得 た。 そ れ らの 精 油 に 含 ま れ る揮

発 成分 組 成 を主 にGC-MSを 用 い て 既 知 化 合 物 のMSお よ びGC保 持 指 標 か ら成 分 の 解 析 を行

な っ た。 また"GC-MS測 定 で 構 造 未 知 の19成 分 に つ い て は抽 出 、 精 製 、 単 離 を 行 な い,1R

やNMRな どの ス ペ ク トル を 測 定 して 構 造 解 析 を 行 った 。 この よ う に して パ ロサ ン ト香 気 成

分 で あ る102化 合 物 の 構 造 を明 ら か に した。

精 油 揮 発成 分 解 析 の 結 果 、monoterpenoid化 合 物 と して、 ミ ン トな ど の 香 気 成 分 と して知

ら れ て い たmint;actone類 の3-hydroxymintlactone,2,3-didehydromintiactone,

(+)¶intlactoneお よ び(一)-isomintlactoneを 単 離 しそ の 構 造 を 明 らか に した 。(+)-

mintlactoneお よ び(一)-isomintlactoneは 、 天 然 体 と して確 認 され た の は 今 回 が 初 め ての
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